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連結子会社の登録商標権等譲渡に関するお知らせ 

 
 当社は、平成１９年１０月２３日開催の臨時取締役会において、下記のとおり、エコーラック事業

に関する登録商標権の譲渡、かばん製造技術支援のための要員派遣及びエコーラック製品の製造設備

の譲渡を当社グループ外の Shanghai Conwood International Co.,LTD との契約の細部について協議

していたが、譲渡代金の送金を行う諸条件が整ったことから、譲渡契約を発効させ、登録商標権の名

義変更を開始することを決議致しましたのでお知らせ致します。 

 
記 

 
１． 事業譲渡の理由 

昭和３９年１０月ＡＢＳ樹脂製アタッシュケース開発から、昭和４２年７月通産省(当時)｢グッドデ

ザイン賞｣を受賞、同年台湾に生産拠点移動させ、４０年間事業経営して来た樹脂成形によるハード

ケースのブランド事業であります。近年、旅行トランク、アタッシュケースともにハード(合成樹脂

製)からソフト(布製)に市場ニーズが変化し、拠るべき技術も当社コアー技術である樹脂成形から縫

製技術に変革してきております。今般、積極的な事業展開が期待できる当該譲渡先に事業継承する

ことを意思決定致しました。 

 

２．事業譲渡の交渉経緯 

 平成１８年９月に当社１００％出資の連結子会社である同ブランド・ノウハウ管理会社のエコーラ

ック･ブランド㈱及びエコーラック製品の海外、日本国内向け販売会社のエコーラック㈱に各々事業

移管し、海外エージェントを中心に資本参加を求めてまいりました。今般、下記の事業継承先に譲

渡するにあたり、中華人民共和国政府並びに上海市政府の認可が得られることが確認されましたの

で、登録商標権の名義変更を開始致しました。 

 

 

 

 



３．事業譲渡の内容 

(１)エコーラック事業の内容 

当社は世界８３カ国･地域に旅行トランク、アタッシュケースなどカバン類のブランドとして「エコ

ーラック」の名称で商標登録すると共に、ジャパン･ブランドとして高い品質管理ノウハウを有し、

現在１２カ国に輸入販売を行っております。また、当社のタイ現地法人（タイ児玉㈱：当社の出資

比率５０％）に設置のアタッシュケース製造ラインを保有し、独占輸入権を保有しています。 

(２)エコーラック事業の子会社１社の平成１９年３月期における経営成績 

 エコーラック事業（ａ） 当社連結１９年３月期実績

（ｂ） 比 率（ａ／ｂ） 

売 上 高 ３００百万円 ２１,１８５百万円 1.4％ 
売 上 総 利 益 ３５百万円 ２,７５７百万円 1.3％ 
営 業 利 益 △２２百万円 ４４０百万円 － 
経 常 利 益 １７百万円 ７９百万円 21.5％ 

(３)譲渡資産、負債の項目および金額（平成１９年９月３０日現在） 
資   産 

項  目 帳簿価額 
商標権 １３４百万円 

  
合  計 １３４百万円 

(４)譲渡価額および決済方法 

(ｲ) 登録商標権 １００百万円及び技術支援費３０～４０百万円 

但し、技術支援費の総額は派遣人員の実績により変動 

（ﾛ） 決済方法  平成１９年１１月１５日までに一括支払い 

 

４．事業譲渡先の概要 

(１)名    称  Shanghai Conwood International Co.,LTD 

(２)主な事業内容    貿易業 

(３)設 立年月 日        ２００２年５月２０日 

(４)本 店所在 地        01 Ru,18 Fl,No.550 Minsheng Rd.,Pudong Area,Shanghai  

(５)代 表 者        General Director Mr.Zheng Xue Feng 

(６)資 本 金 R M B 5 0 0 , 0 0 0  

(７)従 業 員 数             ３５名 

(８)大株主構成および持株比率   Mr.Zheng Xue Feng 100% 

(９)当社との関係  資本関係なし 

 

５．日程 

 平成１９年１０月２３日 臨時取締役会 

 平成１９年１０月２５日 事業譲渡契約締結（予定） 

 平成１９年１０月２５日 事業譲渡期日（予定） 

 

 



６．会計処理の概要 

 譲渡対価の入金をもって、１００％子会社のエコーラック･ブランド株式会社の未収金の回収となり

ます。弊社連結決算においては特別利益(１００百万円)の計上が実現します。 

 

７．今後の見通し 

当初損益予想には織り込み済みで影響は軽微であります。 

 
                                    以  上 


